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(57)【要約】
【課題】走行環境に応じた安全運転のための情報を教示
し、安全運転の促進を図ることができる安全運転促進装
置を提供する。
【解決手段】安全運転促進装置１は、ＥＣＵ２を備えて
いる。ＥＣＵ２は、各種車両センサ７から送出された信
号に基づいて運転行動データを取得して運転診断値を生
成し、その運転診断値をナビゲーションシステム３及び
通信機４から送出された走行環境に従って補正してアド
バイス必要度Ｐを求める。そして、ＥＣＵ２は、アドバ
イス必要度Ｐに基づいて、運転者に安全運転を促がすア
ドバイスを生成し、スピーカー８及びディスプレイ９に
よって運転者に対してアドバイスを教示する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両の運転者の運転行動データを取得する運転行動データ取得手段と、
　前記運転行動データ取得手段によって取得された前記運転行動データに基づいて、前記
運転者の運転行動指標を生成する運転行動指標生成手段と、
　前記運転行動指標生成手段によって生成された前記運転行動指標を前記車両の走行する
走行環境に従って補正して運転行動指標補正値を求める補正手段と、
　前記補正手段によって求められた前記運転行動指標補正値に基づいて、前記運転者に安
全運転を促がす情報を生成する安全運転情報生成手段と、
　前記安全運転情報生成手段によって生成された前記安全運転を促がす情報を前記運転者
に教示する教示手段と、
を備えることを特徴とする安全運転促進装置。
【請求項２】
　前記走行環境は、前記車両の走行する地域、地形、季節、天候、気温、及び時間帯の少
なくとも一つを含んでいることを特徴とする請求項１に記載の安全運転促進装置。
【請求項３】
　前記走行環境に対応する補正係数が設定された補正係数マップを記憶するマップ記憶手
段を更に備え、
　前記補正手段は、前記補正係数を用いて前記運転行動指標を補正することを特徴とする
請求項１又は２に記載の安全運転促進装置。
【請求項４】
　前記安全運転情報生成手段は、前記運転者の運転行動と前記走行環境とを含む文章によ
り前記安全運転を促す情報を生成することを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記
載の安全運転促進装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、運転者に安全運転を促がす安全運転促進装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、運転者に対して安全運転を促がす情報を教示する装置として、例えば特許文献１
に記載されているものが知られている。特許文献１に記載の装置では、車両の走行履歴に
基づいて交差点走行時の運転者の運転行動を評価する運転行動レベルを推定すると共に、
走行履歴に基づいて運転行動に対する運転者の意図を運転行動意図として推定する。そし
て、推定された運転行動レベル及び運転行動意図に基づいて、運転者に教示する注意喚起
情報の提示頻度を設定している。
【特許文献１】特開２００７－３２８６１２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、安全運転とされる運転行動は、車両の走行する走行環境によって変化する。
例えば、車両の走行地域の天候が雪である場合には、カーブにおけるブレーキの踏み増し
をしないといった運転行動が安全運転であるとされる。そのため、運転者に対して安全運
転を促がすためには、概念的なアドバイスよりも運転者の状況（走行環境）に適合するア
ドバイスの方が効果的である。しかしながら、従来の装置では、車両の走行履歴に基づい
て注意喚起情報を教示しているが、走行環境は考慮されていない。従って、走行履歴だけ
に基づいた概念的な情報が教示されたとしても、運転者に対して効果的なアドバイスとな
らないおそれがある。
【０００４】
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　そこで、本発明の目的は、走行環境に応じた安全運転のための情報を教示し、安全運転
の促進を図ることができる安全運転促進装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、車両の運転者の運転行動データを取得する運転行動データ取得手段と、運転
行動データ取得手段によって取得された運転行動データに基づいて、運転者の運転行動指
標を生成する運転行動指標生成手段と、運転行動指標生成手段によって生成された運転行
動指標を車両の走行する走行環境に従って補正して運転行動指標補正値を求める補正手段
と、補正手段によって求められた運転行動指標補正値に基づいて、運転者に安全運転を促
がす情報を生成する安全運転情報生成手段と、安全運転情報生成手段によって生成された
安全運転を促がす情報を運転者に教示する教示手段と、を備えることを特徴とする。
【０００６】
　本発明に係わる安全運転促進装置においては、運転者の運転行動データを取得し、その
運転行動データに基づいて運転行動指標を生成する。そして、生成された運転行動指標を
走行環境に従って補正することにより得られた運転行動指標補正値に基づいて安全運転を
促がすための情報を生成し、その情報を運転者に教示する。これにより、運転者毎の運転
行動データに基づく運転行動指標が走行環境に従って補正され、走行環境に応じた安全運
転を促がす情報が生成されることになる。そのため、運転者に対して、運転行動及び走行
環境に適合した効果的な安全運転のためのアドバイス（情報）を教示することが可能とな
る。その結果、運転者の安全運転の促進を図ることができる。
【０００７】
　また、好ましくは、走行環境は、車両の走行する地域、地形、季節、天候、気温、及び
時間帯の少なくとも一つを含んでいる。運転行動は、車両の走行する地域、地形、季節、
天候、気温、時間帯によって変化するため、それらを走行環境とするのが好適である。
【０００８】
　また、好ましくは、走行環境に対応する補正係数が設定された補正係数マップを記憶す
るマップ記憶手段を更に備え、補正手段は、補正係数を用いて運転行動指標を補正する。
この場合、車両の走行する地域、地形、季節、天候、気温、及び時間帯等といった走行環
境それぞれに対応する補正係数を用いて運転行動指標を補正することにより、走行環境の
変化に適合した最適な安全運転のためのアドバイスを教示することができる。
【０００９】
　また、好ましくは、安全運転情報生成手段は、運転者の運転行動と走行環境とを含む文
章により安全運転を促す情報を生成する。この場合、運転者に対して、走行環境における
自分の運転行動を明確に認識可能なアドバイスを教示することができる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、走行環境に応じた安全運転のための情報を教示し、安全運転の促進を
図ることができる。これにより、運転者の安全運転への意識を高めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明に係わる安全運転促進装置の好適な実施形態について、図面を参照して詳
細に説明する。
【００１２】
　図１は、本発明の一実施形態に係わる安全運転促進装置の概略構成を示すブロック図で
ある。同図において、安全運転促進装置１は、運転者毎の運転行動データを取得し、走行
環境に基づいて運転者に安全運転を促がすための情報を生成して、その情報を運転者に教
示する装置である。
【００１３】
　安全運転促進装置１は、ＥＣＵ（Electronic Control Unit）２を備えている。ＥＣＵ
２には、ナビゲーションシステム３と、通信機４と、イグニッションスイッチ５と、個人
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認証用センサ６と、各種車両センサ７と、スピーカー８と、ディスプレイ９とが接続され
ている。
【００１４】
　ナビゲーションシステム３は、自車両の現在位置や進行方向の推定及び目的地までの経
路案内などを行うシステムである。ナビゲーションシステム３には、図示しないＧＰＳ（
Global Positioning System）受信機等が接続されている。ナビゲーションシステム３は
、地図データベースから現在走行中の道路の形状や、自車両前方の信号機（交差点）の位
置、制限速度、及び一時停止等の情報を含む道路情報を読み出し、ＥＣＵ２に送出する。
【００１５】
　通信機４は、通信により車両周辺の周辺情報を取得するものであり、路車間通信機（イ
ンフラ通信機）や無線通信機等が用いられる。周辺情報は、リアルタイム気象情報や走行
位置に対応するローカルルール等である。ローカルルールは、自車両が走行する地域毎に
実施されている安全運転行動の励行を促がす情報であり、各度道府県の警察署や自治体等
によって設定され、安全運転励行データベース管理サーバ（図示しない）に格納されてい
る。具体的に、例えば静岡県では、「思いやりパッシング」がローカルルールとして実施
されている。この「思いやりパッシング」とは、歩行者が横断歩道を渡ろうと車両の通過
待ちをしている場合に、自車両が横断歩道手前の停止線で停止し、対向車に対してパッシ
ングを行うことで停止を促がして歩行者を渡らせようとするものである。
【００１６】
　イグニッションスイッチ５は、運転者によってエンジンを起動するためのスイッチであ
り、ＯＦＦ、アクセサリＯＮ、イグニッションＯＮ、エンジン起動のいずれかの状態を選
択するためのスイッチである。イグニッションスイッチ５は、その選択されているスイッ
チ状態をイグニッション信号としてＥＣＵ２に送出する。
【００１７】
　個人認証用センサ６は、運転者毎の認証を行うセンサであり、例えば指紋センサ、顔画
像撮像カメラ、車両キー認証センサ等が挙げられる。個人認証用センサ６は、検出信号（
認証信号）をＥＣＵ２に送出する。なお、個人認証は、例えばスマートキー等の電気キー
に記憶されている登録情報や、キーボード等からの暗証番号入力、使用者のキー溝のパタ
ーン判別等を代用することができる。また、車両への乗車前に、携帯電話や端末から通信
手段を介して乗車予定者の情報を送信してもよい。
【００１８】
　各種車両センサ７は、車両の挙動や車両周辺の状況を取得するセンサである。各種車両
センサ７は、ステアリングセンサ、ブレーキセンサ、アクセルセンサ、シートベルトセン
サ、ヘッドライトスイッチ、カメラ、レーダ等である。各種車両センサ７は、検出信号を
ＥＣＵ２に送出する。
【００１９】
　スピーカー８は、ＥＣＵ２から送出された出力情報を運転者に対して音声により教示す
る。ディスプレイ９は、ＥＣＵ２から送出された出力情報を運転者に対して画像により表
示する。ディスプレイ９は、ナビゲーションシステム３のディスプレイであってもよい。
【００２０】
　ＥＣＵ２は、個人認証部１０と、運転診断部１１と、マップ記憶部１２と、アドバイス
生成部１３とを備えている。
【００２１】
　個人認証部１０は、イグニッションスイッチ５から送出されたイグニッション信号がＯ
ＦＦ以外を示している場合に、個人認証用センサ６から送出された認証信号に基づいて、
運転者の認証を行うことで運転者を特定する。個人認証部１０による認証結果は、運転診
断部１１に送出される。
【００２２】
　運転診断部１１は、個人認証部１０により運転者が特定されると、ナビゲーションシス
テム３、通信機４、及び各種車両センサ７から送出された情報及び信号に基づいて所定の
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処理を行い、特定された運転者毎の運転行動データを取得する。運転行動データ取得の対
象となる運転行動は、シートベルト着用、制限速度遵守、一時停止、急アクセル操作、急
ハンドル操作、急ブレーキ操作、左折徐行、発進前安全確認、カーブ手前減速、ライト点
灯等である。また、運転診断部１１は、ローカルルール（例えば、思いやりパッシング）
に基づいた運転行動データを取得する。運転診断部１１は、取得した運転行動データ及び
走行環境（日時、天気等）に基づいて、診断項目となる運転者の運転診断値（運転行動指
標）を生成し、運転診断値の低い順（ワースト順）に診断項目の並び替え（ソート）を行
う。
【００２３】
　アドバイス生成部１３は、ナビゲーションシステム３及び通信機４から送出された情報
に基づいて、マップ記憶部１２を参照し、走行環境の因子毎の重み係数（補正係数）を選
択する。マップ記憶部１２には、診断項目毎の走行環境の因子に対応する重み係数が設定
された重み係数マップが記憶されている。具体的に、重み係数マップの因子及び重み係数
は、例えば診断項目が「カーブ手前減速」である場合には、位置（市街地、山間部、平地
）＝（1.0、1.2、1.0）、季節（春、夏、秋、冬）＝（1.1、0.9、1.0、1.3）、時間帯（2
0:00～8:00、8:00～15:00、15:00～20:00）＝（1.3、1.0、1.1）、天気（晴れ、霧、曇り
、雪）＝（0.9、1.1、1.0、1.5）、気温0.5～2.0、都道府県別0.8～1.5等のように設定さ
れて記憶されている。
【００２４】
　そして、アドバイス生成部１３は、選択された重み係数に従って運転診断値を補正し、
アドバイス必要度（運転行動指標補正値）Ｐを求める。具体的に、アドバイス生成部１３
は、以下の式によってアドバイス必要度Ｐを求める。
アドバイス必要度Ｐ＝（重み係数合計×（１００－運転診断値））／走行環境因子数…（
１）
【００２５】
　アドバイス生成部１３は、上記（１）式によって求められたアドバイス必要度Ｐに基づ
いて、運転者に安全運転を促がすアドバイスを生成する。アドバイス生成部１３は、生成
したアドバイスを出力情報としてディスプレイ９及びスピーカー８に出力する。なお、出
力情報は、ディスプレイ９及びスピーカー８のいずれか一方に送出されてもよい。
【００２６】
　図２は、運転診断部１１によって実行される運転行動データ取得の処理手順の詳細を示
すフローチャートである。
【００２７】
　図２において、まずイグニッションスイッチ５からイグニッション信号が入力される（
手順Ｓ０１）。次に、個人認証用センサ６から入力された認証信号に基づいて、個人認証
が行われる（手順Ｓ０２）。そして、個人認証によって特定された運転者の運転行動デー
タの取得が開始される（手順Ｓ０３）。
【００２８】
　運転行動データの取得が開始されると、道路情報、周辺情報に基づいて、走行位置、日
時、天候、季節等の走行環境の因子が取得される（手順Ｓ０４）また、周辺情報に基づい
て、ローカルルールが取得される（手順Ｓ０５）。そして、取得された運転行動データ、
走行環境、及びローカルルールに基づいて、診断項目が設定され、その診断項目の運転診
断値（図４参照）が生成される（手順Ｓ０６）。
【００２９】
　具体的な運転診断値の生成としては、例えばローカルルール（思いやりパッシング）で
ある場合には、車両の前方に設けられたカメラ又はレーダによって横断歩道脇に歩行者を
検知したときに、自車両が停止線で一時停止してパッシングを実施すると、診断項目に所
定の運転診断値が付与される。以上の処理は運転が終了するまで行われ、生成された運転
診断値と診断項目とが対応付けられて保存される（手順Ｓ０７）。
【００３０】



(6) JP 2010-97480 A 2010.4.30

10

20

30

40

50

　図３は、アドバイス生成部１３によって実行されるアドバイス教示の処理手順の詳細を
示すフローチャートである。なお、本処理は、運転診断部１１の処理と併行して実行され
る。
【００３１】
　図３において、まずイグニッションスイッチ５からイグニッション信号が入力される（
手順Ｓ１１）。次に、個人認証用センサ６から入力された認証信号に基づいて、個人認証
が行われる（手順Ｓ１２）。続いて、認証が行われた運転者の前回までの運転によって取
得されて保存されている診断項目が読み出される（手順Ｓ１３）。また、道路情報、周辺
情報に基づいて、走行位置、日時、天候、季節等の走行環境の因子が取得される（手順Ｓ
１４）。
【００３２】
　読み出された診断項目は、運転診断値が低い順（ワースト順）に並び替え（ソート）が
行われる（手順Ｓ１５）。図４は、運転診断値に応じた診断項目の並び替えの一例を示す
表である。図４（ａ）は、並び替えを行う前の診断項目を示す表であり、図４（ｂ）は、
並び替えを行った後の診断項目を示す表である。図４に示すように、運転診断値に従って
、（１）急加速、（２）カーブ中のブレーキ踏み増し、（３）一時停止線不停止、（４）
左折通過速度、（５）制限速度遵守、（６）シートベルト着用の順に診断項目が並び替え
られる。
【００３３】
　図３に戻って、取得された走行環境に基づいてマップ記憶部１２を参照し、診断項目毎
の重み係数が重み係数マップから選択される（手順Ｓ１６）。図５は、診断項目毎に選択
された走行環境の各因子の重み係数の一例を示す表である。図５においては、例えば運転
者によってナビゲーションシステム３に目的地が設定されており、その目的地までの走行
環境の各因子が、地域：静岡県、場所：山間部を通過予定、時期：冬、時間帯：早朝（20
:00～8:00）、天候：雪、気温：２℃となっている。図５に示すように、上記の走行環境
における重み係数が、診断項目（１）～（６）それぞれについて選択される。
【００３４】
　図３に戻って、選択された重み係数に基づいて、アドバイス必要度Ｐが求められる（手
順Ｓ１７）。アドバイス必要度Ｐは、上記（１）式によって求められる。具体的に、図５
に示した各診断項目について、以下のようにアドバイス必要度Ｐを求められる。
診断項目（１）のアドバイス必要度Ｐ＝（7.6×（100+45））/6＝183.66
診断項目（２）のアドバイス必要度Ｐ＝（9.3×（100+38））/6＝213.90
診断項目（３）のアドバイス必要度Ｐ＝（6.7×（100+21））/6＝135.11
診断項目（４）のアドバイス必要度Ｐ＝（6.8×（100+12））/6＝126.93
診断項目（５）のアドバイス必要度Ｐ＝（7.6×（100+8））/6＝136.80
診断項目（６）のアドバイス必要度Ｐ＝（7.6×（100-80））/6＝20.66
【００３５】
　続いて、以上のように求められたアドバイス必要度Ｐに基づいて、診断項目が並べ替え
られる（手順Ｓ１８）。図６は、アドバイス必要度に応じた診断項目の並び替えの一例を
示す表である。図６（ａ）は、並び替えを行う前の診断項目（図４（ｂ）に相当）を示す
表であり、図６（ｂ）は、並び替えを行った後の診断項目を示す表である。図６に示すよ
うに、アドバイス必要度Ｐに基づいて、（２）カーブ中のブレーキ踏み増し、（１）急加
速、（５）制限速度遵守、（３）一時停止線不停止、（４）左折通過速度、（６）シート
ベルト着用の順に診断項目が並び替えられる。
【００３６】
　そして、最上位のアドバイス必要度Ｐ（カーブ中のブレーキ踏み増し）が所定値Ｐ１（
例えば、２００）よりも大きいか否か（Ｐ＞Ｐ１）が判定される（手順Ｓ１９）。アドバ
イス必要度Ｐが所定値Ｐ１よりも大きい場合には、手順Ｓ２０に進む。一方、アドバイス
必要度Ｐが所定値Ｐ１以下である場合には、処理が終了する。
【００３７】
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　手順Ｓ２０では、運転者に対して安全運転を促がすためのアドバイスが生成される。具
体的には、図７に示すように、アドバイス必要度Ｐが最も高い診断項目「カーブ中のブレ
ーキ踏み増し」と、この診断項目において重み係数が大きい走行環境「地形（山間部）、
天候（雪）」とを選択する。そして、「雪の山間部はスリップしやすいので、カーブ途中
でのブレーキの踏み増しは厳禁です」等といった運転行動と走行環境とが含まれた文章を
生成する。この生成された文章としてのアドバイスは、出力情報としてディスプレイ９及
びスピーカー８に出力される（手順Ｓ２１）。
【００３８】
　以上において、各種車両センサ７、運転診断部１１の上記手順Ｓ０３は、車両の運転者
の運転行動データを取得する運転行動データ取得手段を構成する。運転診断部１１の上記
手順Ｓ０６は、運転行動データ取得手段によって取得された運転行動データに基づいて、
運転者の運転行動指標（運転診断値）を生成する運転行動指標生成手段を構成する。アド
バイス生成部１３の上記手順Ｓ１６，Ｓ１７は、運転行動指標生成手段によって生成され
た運転行動指標を車両の走行する走行環境に従って補正して運転行動指標補正値（アドバ
イス必要度Ｐ）を求める補正手段を構成する。アドバイス生成部１３の上記手順Ｓ１８～
Ｓ２０は、補正手段によって求められた運転行動指標補正値に基づいて、運転者に安全運
転を促がす情報（アドバイス）を生成する安全運転情報生成手段を構成する。アドバイス
生成部１３の上記手順Ｓ２１、ディスプレイ９、及びスピーカー８は、安全運転情報生成
手段によって生成された安全運転を促がす情報を運転者に教示する教示手段を構成する。
【００３９】
　以上のように本実施形態の安全運転促進装置１にあっては、まず運転者の運転行動デー
タを取得し、その運転行動データに基づいて診断項目に対応する運転診断値を生成する。
そして、次の運転開始時に、生成された運転診断値を現在の走行環境の因子毎に設定され
た重み係数に従って補正してアドバイス必要度Ｐを求め、そのアドバイス必要度Ｐに基づ
いて安全運転を促がすための運転行動及び走行環境を含む文章からなるアドバイスを生成
し、そのアドバイスを運転者に教示する。そのため、運転者に対して、運転行動及び走行
環境に適合した効果的な安全運転のためのアドバイスを教示することが可能となる。その
結果、運転者の安全運転の促進を図ることができ、運転者の安全運転への意識を高めるこ
とができる。
【００４０】
　また、エンジン始動時に、前回までの運転行動とこれから走行する走行環境とに基づい
たアドバイスが教示されるので、目的地までの走行路の状況を把握しつつ、注意すべき運
転行動を認識することができる。従って、運転者にとって納得性が高いアドバイスの教示
が可能となる。
【００４１】
　また、ローカルルールに基づいた運転行動データを取得してアドバイスを生成するため
、地域が取り組む交通安全運動等に貢献でき、地域の交通活動を活性化することができる
と共に、それまで認識のなかったローカルルールを知る機会を運転者に対して提供するこ
とができる。そのため、地域に適した円滑な交通の実現に寄与することができる。
【００４２】
　また、アドバイス必要度Ｐが所定値Ｐ１以上である場合に、運転者に対してアドバイス
を教示するため、安全運転を実施している運転者に対してアドバイスは教示されない。そ
のため、安全運転を実施している運転者の煩わしさを解消することができる。
【００４３】
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されるものではない。例えば、上記実施形態では
、運転開始時にアドバイスを教示する構成としているが、アドバイスを教示するタイミン
グは限定されない。
【００４４】
　また、上記実施形態では、運転診断値又はアドバイス必要度Ｐに基づいて診断項目の並
べ替えを行っているが、並べ替えは必ずしも行わなくてもよい。この場合、運転診断値又
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【００４５】
　また、上記実施形態では、アドバイス必要度Ｐが最上位となる診断項目において、アド
バイス必要度Ｐが所定値Ｐ１以上である場合にアドバイスを生成しているが、所定値Ｐ１
以上の診断項目全てについてアドバイスを生成して教示してもよい。また、アドバイス必
要度Ｐが所定範囲内である診断項目のアドバイスを生成し、そのアドバイスを例えばナビ
ゲーションシステム４の経路案内中に常時教示してもよい。この場合、実際の運転行動と
客観視された運転行動とを比べることで、運転行動の改善点を運転しながら認識すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の一実施形態に係わる安全運転促進装置の概略構成を示すブロック図であ
る。
【図２】運転診断部によって実行される運転行動データ取得の処理手順の詳細を示すフロ
ーチャートである。
【図３】アドバイス生成部によって実行されるアドバイス教示の処理手順の詳細を示すフ
ローチャートである。
【図４】運転診断値に応じた診断項目の並び替えの一例を示す表である。
【図５】診断項目毎に選択された走行環境の各因子の重み係数の一例を示す表である。
【図６】アドバイス必要度に応じた診断項目の並び替えの一例を示す表である。
【図７】アドバイス生成の一例を示す表である。
【符号の説明】
【００４７】
　１…運転支援装置、２…ＥＣＵ（運転行動データ取得手段、運転行動指標生成手段、補
正手段、安全運転情報生成手段）、７…各種車両センサ（運転行動データ取得手段）、８
…スピーカー（教示手段）、９…ディスプレイ（教示手段）、１１…運転診断部（運転行
動データ取得手段、運転行動指標生成手段）、１２…マップ記憶部（マップ記憶手段）、
１３…アドバイス生成部（補正手段、安全運転情報生成手段、教示手段）。
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